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	（701）自宅の庭で30分以上、花の手入れをすることが週１回あるが、外出することはないため、「３．月1回未満」を選択する
	
	本人の拒否が強く、介助をしようとしても手を払いのけるなどの抵抗が見られる。振戦があるため、うまく口に運べず、食べこぼしが多いため、不適切な状況にあると判断し、適切な介助
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	失語症で、手指機能の低下により文字で書くこともできないが、身振りから、「意思の伝達」ができていると確認できたため「１．調査対象者が意思を他者に伝達できる」を選択する。３０１、３０４、５０３は、できるできないに関わらず、必ず記載してください。

	
	の方法を選択する。本来なら「３．一部介助」が行われる状況と判断した。
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	調査当日の予定を答えることができたため「１．できる」を選択する。[bookmark: _GoBack]特記事項が１枠で記載できない場合は、枝番号を記入してください。枝番号の前には全角スペースを入れてください。

	
	本人は、自分で管理をしたがり、通帳等を親族に渡そうとしない。手元の現金も自分で所持しているものの、訪問販売などで不必要なものを大量に購入するなど、不適切な状況にあると
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	調査当日の昼食で何を食べたかまで答えることができた。しかし、家族の話では、日頃は物忘れがひどく、直前のことも覚えていないことがあるとのこと。より頻回な状況に基づき
	
	ごくまれに、手渡した服が嫌だというそぶりを見せることがある。日常的には着る服の選択について意思決定をすることはほとんどないので、「３．日常的に困難」を選択する。
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	「２．できない」を選択する
	
	判断し、適切な介助の方法を選択する。一応の計算能力はあるが、適切な管理のために「２．一部介助」を行うのが適切と判断した。


同じ内容をまとめる場合は、（　）内に該当箇所が分かるようにご記入ください。
特記事項の記載順序が前後してしまっても大丈夫です。例えば、記載例のように、502-1と502-2の間に503を入力していても、読み取りの段階で自動的に並び替えられるため問題ありません。

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	



	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	



	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	特記事項は10個以上48個以下で記入してください。

	
	
	
	
	　
	
	
	
	
	
	　

	
	
	特記事項は10個以上48個以下で記入してください。



